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理事会通信

　第１４回理事会（平成１６年１０月１４日）の概要

（会長報告）
・大阪府警生活安全総務課の担当者香川警部がこの度異動になり、新しく亀山警部が着任されました。その為三役が先般表敬訪問をしました。
・大阪府警二課から、自称調査業の男が起こした携帯電話による詐欺事件に関して関調協会員かどうかにつき確認があり、当協会に該当者ナシと回答した旨を報告。
・ 会員数の異動と新規入会が１件あった旨の報告がなされた。
第1号議案　苦情処理について
関調協会員への疑惑について、引き続きインターネット上で掲載されている案件があるも、匿名によるものであり、直接的には関知しないこととする。
第２号議案　全調協の動向と方向性について
全調協　脇山会長は下記の報告を行った。
・NPO法人として今後の活動に必要となる規約／規程につき、来る１０月２０日開催の理事会で審議・決定される予定。
・全調協独自の資格〔ライセンス〕制度の導入・実施につき、海外の資料の収集と検討の結果がまとまってきた。その概要がまとまり次第会報誌上で公表したい。なお、NPO会報誌の創刊号は現在準備中であるが、これまで会報誌は４０００部を刷り警察、役所、消費者団体などに送付していたので、同じ部数の発行を予定している。
・会の運営として《行方不明者の捜索’》《路上駐車の取締り》などの取り組みを計画。
・組織拡大に取り組む。
第3号議案　慶弔規程について
　　事務局提出案につき検討の結果、全体に内容を簡素化すべしとの意見が大勢を占め、出された意見を反映して事務局で規程化し、再度理事会に提出することとなった。
第４号　個人情報保護法について
　　松谷会長は冒頭に前理事会において竜田理事からもたらされた関係資料に基づき、調査業界に与える影響につき、重大な懸念を示したうえ、大阪府人権室に法の解釈と適用範囲等の見解を求めたが、明確な見解が示されなかったことを報告し、理事会はこれを受けてさまざまな角度から意見が出された。
いづれにしても楽観できる状況ではなく、引き続き注意深く情報の把握につとめることとする。
第１５回理事会（平成１６年１１月１０日）の概要

（会長報告）

・全国調査業協同組合の研修会について報告

個人情報保護法に関する研修会が東京のサンシャイン６０の５９Fで開講され、関調協からは松谷、東田、竜田理事が出席した。

大筋の内容は以下の通り。

保護法の施行に当たり、各省庁がガイドラインを出すことが義務づけられているが、所管する公安調査庁では未だガイドラインらしきものは出来てなく、特に調査業に関する諸問題は未検討のままで、弁護士が説明を求めても明確な見解は何一つ示されなかったとの事であった。

調査業者に取っての第一のポイントは、「個人情報取扱業者」に該当するか否かであり、取扱業者となれば現状の調査は可也の範囲で無理が生じる事になる。従って、調査結果や調査資料はできるだけ速やかに廃棄するよう努め、データベース化しない事が賢明と思われる。

・来る12月17日午後2時から消費者センター主催の個人情報保護法についての講座がエル大阪で開催されるので関心のある方は聴講されたい。

第1号議案　慶弔見舞規程案について

　　前回理事会での意見に基づく修正案が事務局より示され、一部修正の上原案を可決承認した。

第２号議案　入会申込みについて

１名の入会申込みがあり、慎重審議の結果、入会を可とする意見が大勢を占めて当該会員の入会は承認された。

第3号議案　教育研修会の開催について

　　関調協の研修会を来年1月の新年会と同日に開催してはどうか、との提案があり、それに出席理事の多数が同意して、以下の内容に従って事務局が講師、日程などの調整にあたることが了承された。

1. 研修テーマ　　①　府条例の解説　②　個人情報保護法について　　　　　　　　　　を予定し、講師を大阪府に要請する。

2. 日　程　　　平成17年1月21日金曜日、次候補を同年1月18日火曜日とする。

時　刻　　　16時から所要時間約90分　終了後、新年会を開催する。

　3.　会　場　　　南森町角にある『東興ホテル』を予定。出席人数は約40名を想定し、研修会の会費は徴収する。

　4.　関連して、1月の研修会に際し、同日必要に応じて理事会を開催する。

第4号議案　会員増強について

　　議長は現在会員数と入・退会した会員の異動経過を報告したうえ、関調協発足の趣旨、さらには社会通念から、かけ離れた業界の現状を黙認することはできない、としたうえで引き続き会員増強活動の必要性を強調した。

　　関連して業界情勢について情報交換が行われた。

事務局便り

· 新入会員の紹介

町の探偵さん

所在地　滋賀県大津市春日町5-10-107

電話　０７７（５２３）７３２１

代表者　上出　浩司

· 個人情報保護法についての講座が下記の通り開催される予定ですので、興味のある方は聴講されたらと思います。

日時　平成１６年１２月７日　PM２時～

場所　エル大阪

役に立つ法律問題　　ケーススタディ　　　　　弁護士　小　山　　章　松

(質問)

１．自筆遺言書を去年の春に作成しましたが、長男に相続させる予定の大阪市淀川区の駐車場にしている上地を、今回売ることにしましたが、この遺言書は無効になりますか。また、遺言書に書いたらこの上地は処分することができなくなりますか。

２．私は宇が汚いので、ワープロで遺言書を書きたいのですが、有効ですか。

３．５年前に、長男に世話になっていたので、私の財産のほとんどを長男に相続さす旨の遺言書を作成しましたが､長男の嫁が大事にしてくれませんので、今は長女の世話になっています。そこで、遺言書を書き換え、長女に私の財産の半分を相続させようと思います。　５年前の遺言書はどうなりますか。

（解説）

　１．遺言書の種類は、民法で自筆証書遺言、公正証書遺言、秘密証書遺言の３とおりしか、原則として認めておりません。

　２．自筆証書遺言書は、遺言する人がその全文、日付、氏名を自分で書いて、印鑑を押さなければなりません（民法９６８条）。印鑑の代わりに、指印でも有効とした判例があります。日付は、いつ作成したかが争いになることがありますので、年、月、日まで書く必要があります。「５月吉日」と記載した遺言書を無効とした判例があります。

　　　したがって、自筆遺言書をワープロで作成した遺言書は無効になります。遺言がなかったこととして、法定相続人で遺産分割の協議をすることになります。

（１の相談の回答）

　　　長男にこの土地を相続さすと遺言していても、あなたの所有土地ですから、あなたが事由に処分できます。この土地を処分しても、去年の春書いた遺言書は無効になりません。あなたか死んで、相続が始まったときに、遺言書の中にある財産のうち、現存する財産だけが遺言書の記載に従って相続されることになります。

（２の相談の回答）

　　　解説で説明しましたように､自筆証書遺言書をワープロで作成しても無効ですが、秘密証書遺言の場合は、ワープロで作成した遺言書も有効になる場合があります。秘密証書遺言を作成するには、①ワープロで本文を作成する。②遺言者が本文の後ろに署名し、印を押す。この署名は自書です。③遺言者が、その証書を封筒に入れて、証書に用いた印鑑で封印する。④遺言者が、公証人１人、証人２入、の前に封書を提出して、自己の遺言書である旨ならびに、あなたの氏名と住所を述べること。⑤その後公証人が、その証書を提出した日付と、遺言者が④で述べたことを封筒に記載した後、公証人、遺言者、証人が署名をし、公証人が印を押します。これで完成です。

（３の相談の回答）

　　　遺言書は、亡くなられた日に近いものが優先します。したがって、それより古い日付の遺言書で、新しい遺言書と抵触するものは、新しい遺言書に従って相続することになります。たとえば、甲土地を長男に相続さす旨の遺言書を作成していても、新たに、甲土地を長女に相続さす旨の遺言書を作成して、死亡されれば、甲土地は長女が相続することになります。

（アドバイス）

　　　遺言書は、形式を重んじますので、法律で決めた方式に従っていなければ、無効になる恐れがありますので、自筆遺言書の場合は、弁護士に相談されて、下書きを作ってもらうようにしてください｡できれば公正証書遺言を作ることをすすめます。公正証書遺言以外の遺言書は、家庭裁判所の検認を受けなければなりませんが、公正証書遺言の場合はその必要がありません。

会員コーナー


タクシー運転手　　　　　　　　　　　 　㈱ピ･アイ･オ　東田　俊康
　「おまえのところ、採用の調査してんのかぁ…」柄の悪そうな声が耳に響いた。最近でこそ下火になっているが、身元調査については、一時、「しない」「させない」「たのまない」の三ない運動を唱え、その全てが部落差別につながるおそれがあると考えて熱心に運動している人達がいた。
　　その電話を受けた時、もしかしたら過激な運動家が抗議の電話をかけて来たのかと一瞬身構え、内心ドキドキしながら、「採用時の調査もやっていますが・・」と応えると、「おれのこと調べた会社があってな・・それで不採用になった」「前の会社の誰がおれのことを喋ったか知りたい」と、ぼそぼそとした声が返って来た。
　　その話しぶりから察するに、前の勤務先で問題を起こし、それが次の就職の際にバレて不採用になったことを恨んで報復しようとしている、と直感した。そこで、「会社からの依頼ではなく、ご自身の調査を自ら希望されるケースはお断りすることになっています」と返答し、丁重にお断りした。
　　それで終わったと思っていたがさにあらず。二、三日後に突然事務所に一人の男が訪ねて来た。下駄履きにジャンパースタイルの男を見た時、「あっ、この間の電話の男だ・・」と直感した。私が来客の相手をしていたこともあって、若い営業社員がその男に応対した。営業社員は普通の採用調査と思ったのだろう・・、一言、二言の話しで直ぐに引き受けようとしている様子。“これはやばい…”そう思った私は、お客に少し待ってもらうと急ぎ応接室に入って行った。ところが社員は既に仕事を受け、お金を数えているところだった（なんと千円札ばかりで数十枚）。「どうも、いらっしゃいませ」大きな声で挨拶し、自分が代表である旨を伝え、依頼の内容を再確認した。男の話しによると、「今までタクシー運転手として働きながら職場を転々と変わったがどこもスムーズに入れた。ところが今度面接を受けた会社では不採用になった。調査があって、どうも以前勤めていた会社の誰かが俺のことを悪く言ったらしい。どこの会社の誰が俺のことを悪くいったのかを知りたい。それで当社にそれを依頼にやって来たのだ」というのだ。
　　よくよく話を聞くと、男は数社のタクシー会社を首になっている。その理由というのが、夜遅く女性客を乗せた際、下車した女性のあとをつけ、一人暮らしであると確認すると婦女暴行に至る。それを繰り返していたというのだ。それが発覚してタクシー会社を次々と首になっていた。
　　男は、変質者であり性異常者であるにも関わらず、自分の犯罪を反省する気などまったくなかった。それどころか、逆恨みをして、「採用調査の際、誰が自分の事を暴露したのか知りたい」というのである。
　　男は、若い営業社員の対応から引き受けてもらったと思い、自分のことを私たちに気軽に話してくれたようだが、こんな調査を引き受けたらえらい事になる。
　「誠に残念ですが当社としてはお引き受け出来かねます」私がそう答えると、男は急に態度を変え、「一旦、引き受けておきながら何だ！　責任を取れ！」とすごみ、声を荒げた。
　「私が代表者だ。私が引き受けないと言っているのだからダメです。お引き取り願いたい」きっぱりと断ると、返却した千円札を手に渋々帰って行った。
　　男の後ろ姿を追いながら私の中に一つの疑念がわいた。男の支払いはすべて千円札だった。なぜ千円札なのか？　色々考えてみたが、男が見栄をはっていたのだろうとくらいしか思いつかない。札のボリュームで金を持っていることをアピールしたかったのだろう。男の性格から察するにきっとそうに違いない。そう理解した。

しかしそれは間違っていたようで、パチスロ好きな社員から、「パチンコ屋などで勝ってお金を貰うと千円札ばかりで支払ってくれる。そうすることによって負けて頭に来た客が、両替をすることなく使えるので抵抗なく負けてしまうのだ」と聞かされ、変に感心させられた。
　　それからしばらくして、大阪弁護士会にいる知人の弁護士から電話があった。
　「採用の調査をしてほしいという相談を受けたので紹介します」というものだった。よくよく聞いてみると、市民法律相談に来た人から、「どこか、採用の調査を引き受けてくれる調査機関を紹介してほしい」と頼まれたそうだ。
　　直感で、あの男ではないか・・、そう思った私は、相談に来た人物の風体人相を確認するとやはり同一人物である。弁護士にことの経緯を告げると、「事情を知らないとはいえ申し訳ない・・」と恐縮された。
　　タクシー運転手に関して云えば、もう一つ記憶に残っている話がある。
　　ある日、当社の若い調査員がクルマで通勤途中、追突事故を起こした。相手はタクシーで、電話で聞いた範囲では、コツンと軽く当たった程度で大したことはないということだった。こちらもその話を聞いて、そう心配していなかった。ところが、社員から再度、連絡を受けた時にはずいぶん大げさな話になっていた。
　タクシーの運転手が、「ひどいむち打ちでまともに仕事ができない」と言い出したのだ。
　追突とはいえ、クルマは互いに凹むこともなく、物損も見あたらないのにたいそうな話になったものだ。調査員には、後方からぶつけたのはこちらに落ち度があるのだから誠意をもって対応するように言いつけておいたが、それにしても気になった。当の
　調査員は青い顔をして困り果てている。そして私にことの一部始終を話したのは運転手を見舞って帰りのことだった。

社長、実は…彼の話しによると、「前方に左折しようとしているタクシーがおり、私はその後ろを走っていたのですが、歩行者もないのでそのまま左折するだろう・・、そう思っていたら、そのタクシー、左折しかけて急にストップしたんです。いきなりのブレーキなので、あわてて私も急ブレーキを踏みました。自分では間一髪止まったと思っていたが、相手は運転席のドアを半分開け、体を半分外に出した状態で、『おカマされた』無線で連絡を入れている。しかも、そのままの状態でジッとしているので心配になってクルマを降り、『大丈夫ですか』と声をかけたんです。そうすると運転手はゆっくりと起き上がって、『えらいことしてくれたなあ』と言いながら、私の免許証で名前と住所を確認し、一応、病院で診てもらうと言って走り出したんです。私のクルマの前部を見ましたが凹みもなく傷すらついていません。変だなあーとは思いながらも事故を起こしたことに対する自責の念が先に立って、深く考える余裕がなく、それがいつの間にかこういうに状態なって…」
　　ごろつき運転手のような感じはしていたが、その予感は見事に当たった。
　　程なく男から連絡が入った。「当分、勤務ができないと診断された。自宅で長期安静しておくように言われたんや。一度うちに来てくれ」
　　調査員は責任を感じ、お見舞い用の菓子箱を持って男の自宅を訪問した。すると、男は、むち打ちベルトを大げさに首に巻き布団に寝転んでいた。起きるのさえ辛そうな様子で、「相当ひどいようや。あんたどうするねん。仕事も行かれへんし、金かかるぜ。今日ちょっとは持って来たんかいな・・」すごみはじめた。
　「お金は持って来ていません。会社のクルマで保険には入っています」調査員がそう答えると、「なに甘いこと言うてんねん。あんた、金がないんやったら、乗ってた車が会社のクルマやいうんやったら、社長さんに来てもろてんか」そう脅されて仕方なく調査員は帰って来た。

何はともあれ一度は訪問しなければならない。調査員の運転で早速駆け付けると、住まいは府営の高層マンション。単身住いのようで、インターホンを鳴らすと、野太い声がして、小太りの男が顔を出し、部屋の中に私たちを招き入れた。男は、むち打ち用の首バンドを巻き、いかにも痛そうに顔をしかめながら私に応対した。
　「少々の銭金では解決せえへんぞ」　男は私を見るなり、のっけからそう脅して来た。
　相当たちの悪い人間やなあ…。調査員から話を聞かされていた私は即座にそう思った。
　交通事故の障害でいかにも歩くのがやっとの様子だ。「あんたが社長さんか。あんたとこの社員、えらいことしてくれたで。まあー、こんな状態ではしばらく仕事もできへんし、ほんま、困ったことになったわ。何とかしてくれんことにはわしも大変や・・」　半ば脅しをかけるように詰め寄って来た。
　「大変申し訳ない。ところで事故のあと、病院に行っていただきましたか？」、「病院へ行ったからこんな格好してるんやないか。見たらわかるやろ」、「医者の診断書はお持ちですか？」、「診てもろうただけや。いつでも書いてくれるでー」、「どこの病院ですか？、何でしたら私が病院に行って診断書を貰って来ますが・・」、「なんや、われ。おれを疑っとるんか！」、「と、とんでもない、決して疑ってなんかいません。ただ、私どももその時々の状況によって責任を果たさないといけませんので」。しかし、　　男は、病院名を明らかにしなかった。そうなると話は一向に進まない。「診断書を頂いて、それからの話にしましょう」と立ち上がると、男は、「おまえ、どういうつもりやねん。ただではすまさんぞ・・」とわめき倒していたが、そのまま帰ることにした。
　帰社した私は、すぐに男の調査を開始した。結果は思っていたよりひどいものだった。今のタクシー会社には3ヶ月前から勤務。勤めて間もなく追突事故にあい、長期休暇となったが、二日前から勤務するようになり、また、事故をしたとの連絡を受けたとのことである。
　「当社としても事故の連絡が本人から入ったが、またか…、という感じで相手にはしませんでした。普通は事故係がすぐに立ち会い、その処理をするのが普通なのですが、彼の場合はどうも様子がおかしい。前回の事故の時も不審に思い、前の勤務先のタクシー会社に電話をかけて聞いたんです。そうすると、開口一番『ああー、あのおカマ野郎ですか』と言われ、何度も何度も追突事故を装い休んでばかりいた、と聞かされました。当社としてもこれ以上関わりたくないので辞めて貰う予定でいたところです」
　　一、二度、事故による甘い蜜でも吸ったのだろう。以来、この男は同じことを繰り返し、そのたびに相手を脅し、金をむしりとっていたのだ。
　念のため、それまで勤めていたとういタクシー会社すべてに当たってみた。結果、どこも「やめてくれて清々しています」という返事が返ってくるばかり。「もし、勤務していて、あんなことを繰り返しやられていたら会社の信用にも関わりますし、悪くすれば保険金詐欺と脅迫の手伝いをしていたことになって告発もされかねません」
　どの会社も彼を事故によるゆすりとたかりの常習犯と決めつけていた。
　　最初は男の出方を待つことにする予定だったが、しびれを切らしてこちらから乗り込むことにした。
　　インターホンを鳴らして名前を告げると、男は少し驚いている様子だったが、すぐにドアを開け、前回同様の姿で部屋に招き入れた。
　　男と向かい合うなり、「いい加減にしておかんと許さんぞ・・！」怒鳴り上げにらみつけると、男はこちらの意気込みに怖気ついたのか、急に物腰柔らかくなり、「何かあったんですか…」。「うちの会社は探偵社だ。あなたのことはすべて調べさせてもらった。どうする？」と微笑みながら問うと、男は急に、「お兄さん、すみません。許してください」、咄嗟にむち打ち用ベルトをもぎ取り、畳に頭をすりつけた。そして何を思ったのか、急に台所へつかつかと歩いて行った。私は包丁でも持ってくるのではと一瞬身構えた。ところが男は台所から一升瓶とコップを持って来て、なみなみと日本酒を注ぎ、「兄貴、仲直りの乾杯を・・」、私の前にコップを差し出した。その態度の豹変ぶりと滑稽さに、「あまり無茶なことはするなよ・・」と一言釘をさし、後は二人で酒を飲み交わし、しばしの時を過ごす事となった。
　　話してみると、悪人ではあるが根からのワルでもないようで、親しみを感じる男だった。このまま許してしまうことに抵抗を感じながらも、「二度とこういうことはしません」、何度も何度も頭を下げる男の姿を見て、ほんとかな・・また遣るだろうな・・。それにしても俺もアホやな・・と思いながらトボトボと部屋をあとにした。

その時、ほろ酔い気分の頭の中で、採用調査の件で労働省を訪問した時の事を思い出した。若いキャリアの課長補佐が、「履歴書に嘘を書く人なんかいるのですか・・？」、

世間知らずのこんなアホが法律とやらをつくるのか・・。血の通った法律などできるわけがない。

　これが飲まずに居られるか・・。

倫理綱領


一、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。
































